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本専攻のカリキュラムとeLP資格

所定の選択科目の単位を取得
↓

ＭＧ、ＥＸ、ＣＯ、ＣＣ、ＳＣの認定可

修士課程 修了→ベーシック・ＬＤ認定可

（必修・選択必修科目のみで認定）

教
育
の
質
を
組
織
的
に
保
証
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当専攻のカリキュラムとeLP
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そもそもeLPと親和性が高い本専攻

ＩＤ
(Instructional Design)
インストラクショナル
・デザイン

ＩＴ
(Information Technology)
情報通信技術

ＩＰ
(Intellectual Property)
知的財産権

ＩM
(Instructional Management)
マネジメント

『4つのＩ』でｅラーニングのプロフェッショナルを養成

ｅLPで扱う領域そのもの



5

2007/12/7 e-Learning Conference 2007 Winter 特別セミナー1「ICT時代の人材育成に貢献するeラーニングプロフェッショナル（eLP)資格制度」

All Rights Reserved, Copyright© KITAMURA Shirou

ｅLPを意識したカリキュラム開発

ＧＳＩＳ
コンピテンシー

設定・公開

科目シラバス
（単位認定条件）

eLP
コンピテンシー

科目開発

Analysis Design Development

コンセプト カリキュラム 実現方法

設置申請・認可内容

半期１５回の
双方向指導

eLP
認定資格

先行事例調査
（ＦＳＵ、ＯＵ、ＣＭＵ－Ｗ）

専攻ポータル
サイト開発

科目設計
共通要件
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eLPと各科目のマッチング結果
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各職種認定に必要な科目

必修科目・選択必修修得＝課程を修了すれば、あと少しの選択科目で認定

必修・選択必修 選択
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各職種認定に必要な科目

ベーシックとLDは必修科目のみでカバー 他は＋１～２つの選択科目

必修科目＋選択必修科目
＋情報リテラシーにおけるｅラーニング＋コンテンツ標準化論（選択）

SCORM技術者
（SC）

必修科目＋選択必修科目＋高度情報通信技術の教育利用（選択）
コンテンツクリエイタ
（CC）

必修科目＋選択必修科目
ラーニングデザイナ
（LD）

必修科目＋選択必修科目＋ｅラーニングコンサルティング論（選択）
コンサルタント
（CO）

必修科目＋選択必修科目＋職業教育訓練におけるｅラーニング（選択）エキスパート（EX）

必修科目＋選択必修科目＋職業教育訓練におけるｅラーニング（選択）マネージャー（MG）

必修科目＋選択必修科目ベーシック（ＣＭ）

認定に要する科目（＝認定条件）職種
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コンピテンシー充足の例
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ＭＧ５－２コンピテンシー

「eラーニング戦略の弱点を検出し、適宜修正できる」

充足に必要な科目

− eラーニング概論（必修）

● 「eラーニングファンダメンタル」

− 教育ビジネス経営論（必修）

● 教育ビジネスを教育部門・教育事業者・大学の３視座から

− 職業人教育訓練におけるeラーニング（選択）

● ＭＧの認定を受けるために必須の科目と位置づけ
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eラーニング概論

[課題３] ｅラーニング事例分析書 （40点）

任意のｅラーニング事例を１つ取り上げ、本科目で扱った次の事項
（分析の視点）を応用して当該事例を分析し、改善点を複数の視点
について提案せよ。取り上げるｅラーニング事例の規模や目的、対
象者層などは一切問わない。（以下略）

[分析の視点]
１．対象者・目的・利用環境
２．システム設計（構成要素とその妥当性など）
３．コース設計（構造・系列化と学習制御についてなど）
４．学習支援設計
５．動機づけ設計
６．自己管理学習支援
７．その他の視点（その他、分析の視点として適切だと思われる観
点について：任意）

MG5-2「eラーニング戦略の弱点を検出し、適宜修正できる」
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教育ビジネス経営論

[課題３]

下記の中よりテーマを一つ選びレポートを提出して
ください。（A4 2枚以内）

１．あなたが考えるHRMとHCMの違いについて述
べてください。
２．あなたの会社のHCMはどのようにしてゆくべき
か、現状と比較して述べてください。
３．HCMが行われていると思う会社を1社選び、な
ぜそのように考えるか述べてください。

MG5-2「eラーニング戦略の弱点を検出し、適宜修正できる」
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職業人教育訓練におけるｅラーニン
グ

１．事例を一つ選ぶ

・自社の事例

・ｅラーニング白書等から

２．その事例について以下の点について整理してくる。

(1)現状の問題や課題

(2)その問題や課題に関する「ネクスト・ステップ」
（どのような方策を講じるか）

３．発表・議論する

＜課題＞

Ａ社のｅラーニング活用事例の『Next Step』についての
企画書を提出しなさい。

MG5-2「eラーニング戦略の弱点を検出し、適宜修正できる」
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教育の質を組織的に保証

充実したスタッフによる理論と実践の融合

→ 理論を踏まえた実習や演習で実践可能な力を

→ 多彩な講師陣と産官学連携

出口（人材養成目的）からの質保証

→人材需要に対応したコンピテンシーを定め、

それに基づき教育内容・方法を構築

体系的カリキュラムを組織的に編成

→ カリキュラム全体と全科目をＩＤに基づいて開発

→ 専任教員全員によるシラバスの相互チェック
コンピテンシーの充足を組織的に保障
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多彩な講師陣と産官学連携

日本のＩＤ教育の先端を目指すコア・チーム

− 鈴木克明教授（日本のＩＤ第一人者）が指揮
全学協力体制による教員組織（IT・IP・IM）

− ＧＰ採択の成果を挙げたＩＴ担当教員
− 実務経験豊富なＩＰ及びＩＭ担当教員

研究や実務の最先端で活躍する非常勤講師

− メディア教育開発センターの研究者
− 日本イーラーニングコンソシアムのメンバー
− 教育ビジネスで活躍する実務家

産業界との協力体制

－ 日本イーラーニングコンソシアムの正会員（国立大学初）

関係機関との協力体制

－ メディア教育開発センターと構想時から連携

産官学連携による多彩な講師陣

研究・実務の最前線で活躍する講師陣が「ｅラーニング最前線」を教える
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コア・コンピテンシー
（必修科目の単位を取得することで身につく）

基礎であるベーシック＋実務で活躍するＬＤをカバー

1. 教育・研修の現状を分析し、教授システム学の基礎的知見に照らし合わせて課題を抽出できる。

2. さまざまな分野・領域におけるさまざまな形のｅラーニング成功事例や失敗事例を紹介・解説でき
る。

3. コース開発計画書を作成し、ステークホルダごとの着眼点に即した説得力ある提案を行うことがで
きる。

4. LMSなどの機能を活かして効果・効率・魅力を兼ね備えた学習コンテンツが設計できる。

5. Webブラウザ上で実行可能なプログラミング言語による動的な教材のプロトタイプが開発できる。

6. 開発チームのリーダーとして、コース開発プロジェクトを遂行できる。

7. 実施したプロジェクトや開発したコースを評価し、改善のための知見をまとめることができる。

8. 人事戦略やマーケットニーズに基づいて教育サービス・教育ビジネスの戦略を提案できる。

9. ネットワーク利用に関わる法律的・倫理的な問題を認識し、解決できる。

10.教授システム学の最新動向を把握し、専門家としての業務に応用できる。

11.実践から得られた成果を学会や業界団体等を通じて普及し、社会に貢献できる。

12.教授システム学専攻の同窓生として、専門性を生かして専攻の発展・向上に寄与できる。
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オプション・コンピテンシー
（選択科目の単位を取得することで身につく）

1. ｅラーニングサーバの導入、構築、管理、運営が行え、サーバサイドアプリ
ケーションを用いた動的な教材のプロトタイプが開発できる。

2. コンテンツの標準化や相互運用性の要件を満たしたｅラーニングコース開
発やシステム運用ができる。

3. ネットワークセキュリティ上、安全なｅラーニング環境を構築できる。

4. 知識・情報・学習の視点から経営課題について提言ができる。

5. ｅラーニングの特定応用分野について、その領域独自の特徴を踏まえて
内容の専門家と協議できる。

6. コンサルティングの視点から、教育サービス・教育ビジネスのプロジェクト
内容を提案でき、その実施をサポートできる。

7. 所属機関・顧客機関等のｅラーニングポリシーの確立・改善・変革を提案
できる。

このコンピテンシー制定に際してもeLPコンピテンシーを参照
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シラバスガイドライン
（科目設計共通要件）

シラバスガイドライン（概要）

• 15回の双方向性を持った学習記録を残すように仕組む （例：
小テスト、クイズ、小レポート、練習問題への回答）

• 成績評価は複数のレポート・作品＋学習記録（15回分）を組
み合わせて認定する

• レポート・作品はコンピテンシーと直結させる

• 学習記録（15回分）の〆切は毎週設定せずに、数回分まとめ
学習を可能にする

• 日時を指定した同期型の一斉指導は半期で２回程度までに
限定する （残りは非同期、または同期型の個別指導）

• レポート・作品（または学習記録）に受講者相互の評価（改善
への意見を含む）活動を取り入れる （仮提出→相互コメント
→修正・本提出の基本的な流れ）

• 複数の課題ごと（15回の学習ごと）に科目担当者によるイン
トロビデオを作成する （顔を見せて動機づけをする目的に限
定した短編とし、情報提供は書面を基本とする）

実務家養成をシラバスレベルから意識し組織的に実現
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成績の共通評価基準
（単位認定条件）

• 共通評価基準１
15回の授業全ての「タスク」提出
「タスク」：学生・教員間の双方
向のやりとり（小テスト・小レポ
ート等の提出・指導や学生間の
相互コメント等）を証明・記録

• 共通評価基準２
「課題」の全てが合格点（ ６割以
上）
「課題」：複数回の授業によって

構成される学習ブロックごとに
「課題」の提出を課し、その内容
は、コンピテンシーに直結した
修得状況確認のレポート等

評価基準個別例
（インストラクショナルデザインⅠ）
次の課題についての累積点数で評価する。ただし、す
べての課題が合格点に達していることを単位取得条件
とする。加えて、用語等に関する小テスト
（1,2,3,4,6,7,8,11,12回で実施 合計9回）を完了している
ことをも単位取得条件とする。

[課題1] 教材企画書 (20点)

教材設計マニュアルP.164の「教材企画書の書き方」に
沿って作成されていること。

[課題2] 教材パッケージ (20点)

教材設計マニュアルP.168の「７つ道具チェックリスト」
の総合評価で「１．すぐに形成的評価を実施できる状
態」であること。

[課題3] 教材作成報告書 (30点)
教材設計マニュアルP.170の「教材改善のための書き
方」に沿って作成されていること。

[課題4] 相互評価レポート (30点：10点×3)
上記課題に関し、他の受講者の課題を評価し、その評
価が妥当であること。

Ｗｅｂサイトに公開

各科目においてコンピテンシーが充足されているかを評価・確認
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レビュー会と科目開発プロセス
（内蔵型ＦＤ）

• コンピテンシーに基づくシステマティックな教育設計とウェブ公開
（http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/outline/）

• 授業担当教員等が一堂に会するワークショップを重ね検討

検討過程の記録

（Ｗｉｋｉ）

教育の質を保証するためのたゆまぬ取り組み
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専攻ポータル ポートフォリオ
（コア/オプション・コンピテンシー）

コンピテンシー修得状況
確認機能

必修科目(コア)、選択科目
(オプション)全てについて

●各科目の課題とコンピテ
ンシーとの関係

●提出状況

●採点状況

●前提条件クリア

●科目/タスク/課題
ページへのショートカット

受講者もコンピテンシーを意識
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本専攻のカリキュラムとeLP資格
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修士(博士前期）課程入試

募集定員

− １５名

出願期間

− 平成20年 1月9日（水）～平成20年 1月15日（火）

試験日

− 熊本会場：平成20年 2月15日（金）・ 2月16日（土）

− 東京会場：平成20年 2月16日（土）・ 2月17日（日）

科目等履修生も募集 博士後期課程も新設！
本専攻についての詳細は「教授システム学」で検索を！


